
分
担
金
（
二
十
六
万
円
）
と
宅
内

工
事
費
が
か
か
り
ま
す
。

宅
内
工
事
費
は
、
住
宅
環
境
や
地

形
、
便
器
の
種
類
な
ど
で
価
格
に
大

き
な
幅
が
あ
り
ま
す
。
平
均
的
な
工

事
費
は
約
七
十
万
円
で
す
。

浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、
三
カ
月

に
一
回
の
保
守
点
検
、
年
一
回
の
清

掃
と
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
町
整
備
型
浄
化
槽
で
は
、
こ
れ

ら
の
維
持
管
理
を
町
が
行
い
ま
す
。

設
置
す
る
お
宅
で
は
、
適
切
な
使
用

を
心
が
け
、
異
常
が
感
じ
ら
れ
な
い

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
す
。

町
は
毎
年
、「
町
整
備
型
浄
化
槽
」

の
設
置
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
利
用
区
域
外
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
町
が
浄
化
槽
を
設
置
・
管

理
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
百
二
十

九
基
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
た
に
二
十
五
世
帯

分
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
申
請
書
を
建
設
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
、
担
当
職
員
が
現
地
を
調

査
し
、
計
画
、
各
種
手
続
き
を
進
め

ま
す
。

工
事
発
注
ま
で
に
期
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
は
、
処
理
能
力
に
よ
っ
て

大
き
さ
が
異
な
り
ま
す
。
一
般
住
宅

で
は
、
五
人
槽
か
ら
十
人
槽
ま
で
に

区
分
さ
れ
、
住
ん
で
い
る
人
数
や
延

べ
床
面
積
で
大
き
さ
を
決
め
ま
す
。
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町
整
備
型
浄
化
槽
の
設
置

18
年
度
は
25
基
を
予
定

◆
設
置
し
た
い
と
き
は

浄
化
槽
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
は
、
お
よ
そ

乗
用
車
一
台
分
。
浄
化
槽
は
農
業
集
落

排
水
施
設
な
ど
大
規
模
な
汚
水
処
理
施

設
と
同
じ
能
力
を
備
え
て
い
ま
す

◆
浄
化
槽
の
大
き
さ
は

◆
設
置
費
用
は

◆
管
理
方
法
は

月額使用料〔家庭用の場合〕

業務用については、建設水道課へ
お問い合わせください。

町
水
道

自
家
水

基本料金 1,575円

20m3を超えたとき

１m3につき126円

1,575円

世帯員１人につき

735円

超過料金

基本料金

加 算 額

自
然
の
恵
み
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

自
然
に
は
た
く
さ
ん
の
「
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
近

な
所
で
何
気
な
く
生
え
て
い
る
草
が
、
実
は
薬

草
で
あ
っ
た
り
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
で
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
自
然
豊
か
な
鐚
巻
に
住

ん
で
い
る
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
恵
み
を
楽
し
み
、

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
か
ら
身
近
な
野
草
や
薬
草
な
ど
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
古
里
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
本
町
出
身
の
東
城
百
合
子
さ
ん
の
著

書
か
ら
、
内
容
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
城
さ
ん
は
、
自
然
食
・
自
然
療
法
研
究
家

と
し
て
、
現
在
も
全
国
各
地
で
食
生
活
を
通
し

た
健
康
運
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
城
百
合
子
（
と
う
じ
ょ
う
・
ゆ
り
こ
）

大
正
14
年
、
鐚
巻
町
田

子
生
ま
れ（
旧
姓
・
勝
）。
昭

和
20
年
、
栄
養
学
の
草
分

け
だ
っ
た
佐
伯
短
博
士
に

師
事
し
、
栄
養
士
と
な
る
。

そ
の
後
、
世
界
的
大
豆
博
士
と
い
わ
れ
た
Ｗ
・
Ｈ
・

ミ
ラ
ー
博
士
に
師
事
し
、
自
然
に
学
ぶ
栄
養
学
を

身
に
付
け
る
。
昭
和
24
年
、
重
症
の
肺
結
核
と
な

る
が
、
玄
米
自
然
食
と
自
然
療
法
で
病
気
を
克
服
。

以
来
、
食
改
革
を
通
し
て
健
康
運
動
に
力
を
注
い

で
い
る
。
昭
和
48
年
、
月
刊
誌
「
あ
な
た
と
健
康
」

を
創
刊
。
こ
の
雑
誌
を
軸
に
全
国
的
な
運
動
と
な
る
。


